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 Ⅰ．はじめに  

⼤学の施設は、国⺠の社会活動を⽀える重要な基盤の⼀⾓を形成するものである
が、その多くは第２次ベビーブーム世代に対応するために整備され、多くの施設で
は、建築後２５年を経過し、改修を要する施設が過半を占めるなど⽼朽化が進⾏して
いる。 

現下の厳しい財政状況の中、⼤学がこれらの施設を全て従来の改築の⼿法で対応し
ていくことは困難であることから、トータルコストの縮減等を加味した計画を策定
し、効果的・効率的に⻑寿命化を図ることにより、良好な状態の維持や安全性の確保
に努めていく必要がある。 

また、少⼦⾼齢化やグローバル化などが進展する将来を⾒据えて、施設規模や機能
の適正化を図る必要がある。 
国⽴⼤学法⼈全体の施設整備費予算の推移としては、平成２４年度に予備費、補正予
算などで予算額が⾮常に多くなっているが、全体を⾒ると、徐々に右肩下がりとなっ
ている。 

また、運営費交付⾦は、年約１.6％減少しており、維持管理費相当額も同様に減少
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 国⽴⼤学法⼈等施設整備費予算額の推移  
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近年の神⼾⼤学は、建物の耐震化を⽬的とした施設整備補助⾦などの外部資⾦によ
り、⼤規模な改修が実施され、建物の維持管理に寄与した。耐震化も完了し、補助⾦
などの外部資⾦の獲得が厳しい状況であり、神⼾⼤学独⾃の建物維持管理を推進して
いく必要がある。 
そこで、効果的・効率的に⻑寿命化を図り、安全・安⼼な教育・研究・診療施設の維
持管理・更新等を着実に推進するための中⻑期的な取組の⽅向性を明らかにするもの
として，平成２９年３⽉に「神⼾⼤学インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）」（以下
「⾏動計画」という。）を策定した。  
本⾏動計画に基づき、メンテナンスサイクルの構築と継続的な発展を更に推進し、改
築中⼼から⻑寿命化への転換、トータルコストの縮減を図り、永続的な維持を⽬指
す。 

 

Ⅱ．計画の範囲  

１．対象施設 
⼤学が保有する全ての施設について、安全性の確保や良好な状態を維持していく必

要があることから、建物・基幹設備（ライフライン）・構内道路・屋外施設など全て
の施設を対象とする。  

 
 
 

 ２．計画期間  
  第４期中期⽬標期間（令和４年度〜令和９年度）とする。 
 

⼟地及び建物保有⾯積（団地別）  
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Ⅲ．⽬指すべき姿  

⼤学の様々な施策を推進するため、その基盤となる施設について、以下の取組を⾏
い、安全・安⼼な教育・研究・診療施設の永続的な維持を⽬指す。  
・「メンテナンスサイクル」の構築（①定期的な点検・診断、②計画策定、③計画に 
基づく対策の実施） 

  ・改築中⼼から⻑寿命化、事後保全から予防保全への転換、中⻑期的な維持管理等に
係る「トータルコストの縮減」 

  ・⾏動計画・個別施設計画の策定による「予算の平準化」 
 
 

Ⅳ．対象施設の現状と課題  

１．⽼朽化の状況 
本学の保有建物は、棟数４２４棟、延べ⾯積で約５９万３千㎡有しているが、この

うち、建築後２５年以上で未改修の建物が全体⾯積の約３０％（177,500㎡）を占め
ている。さらに今後１０年で建築後２５年以上の建物が全体⾯積の約２１％ 

（124,000㎡）増加し，⽼朽化した建物が急激に増加する状況にある。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  神⼾⼤学施設の経年別保有⾯積（R3.5.1 現在）  

経年 25 年未満 

現時点で建築後 25年以上で未

改修施設の⾯積は 177,500 ㎡ 

(全体の約 30%) 

今後５〜１０年で⽼朽化す

る施設が 124,000 ㎡増加 

(全体の約 21%) 
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また、基幹設備についても建物と同様に⽼朽化が進んでおり、全体の約１７％が設

置後３０年を超えている。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

経年劣化以外の状況として、建築基準法に基づく点検の実施により、既存不適格状
態が多数あり、学⽣・教職員等の安全性の確保、教育研究活動の⾼度化・多様化やバ
リアフリー・省エネ等の社会ニーズへの対応などに取り組むことが必要である。  

 
 
２．維持管理の状況と課題  
（１）点検・診断の実施状況 

施設の⻑寿命化を着実に推進するため、保有する施設の定期的な点検・診断を⾏っ
ている。引き続き、施設の状況を的確に把握するため、定期的な点検・診断を実施す
る必要がある。 

 
  

（２）対策の実施  
   個別施設計画に基づき、保有する施設の改修等の対策を実施しているが、今後は教

育研究や財務等の戦略との整合を図りながら、より計画的・戦略的に実施していくこ
とにより、施設の安全を確保するとともに、維持管理等に係る中⻑期的なトータルコ
ストを抑制し、⻑寿命化を図っていくことが課題である。 

 
 

神⼾⼤学の基幹設備経年状況（R3.5.1 現在）  

経年 30年以上の⽼朽化した 

ライフラインが全体の 17%をしめ

る 
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（３）計画的な⽼朽化対策  
 これまでも⽼朽化対策を実施してきているが、施設整備に関する財政状況が厳しい
中、膨⼤な施設を効果的・効率的に施設整備や維持管理を⾏うために、従来のライフサ
イクルから⻑寿命化のライフサイクルへ転換することにより、既存施設を最⼤限活⽤
し、トータルコストの縮減や予算の平準化を図っていくことが課題である。 

 
 

Ⅴ．必要施策に係る取組の⽅向性  

１．メンテナンスサイクル構築の推進 
（１）メンテナンスサイクルの着実な実施 

保有する施設について、定期的な点検・診断を実施することで施設の状況を的確に把握
し、個別施設計画に基づき、計画的に維持管理・更新を⾏い、トータルコストの縮減や
予算の平準化を図る。 
 

 
（２）予防保全型の⽼朽化対策への転換 

保有する施設を良好な状態に維持した上で、⻑期間使⽤するために、従来のような施
設設備の不具合があった場合に保全を⾏う事後保全ではなく、施設の劣化が進⾏する
前に効果的に対策を実施して、不具合を未然に防⽌する予防保全を⾏う。 

 
 
（３）個別施設計画の内容充実や適時の計画の⾒直し 

対策の取り組み状況や点検・診断の結果などを踏まえて適時に計画の⾒直しを⾏う。 
 
 
（４）財源の確保 

必要な財源の確保及び安定的な予算の確保のため引き続き以下について検討を⾏う。 
 ・施設整備費補助⾦や施設費交付⾦などの着実な確保 
 ・多様な財源を活⽤した施設整備の導⼊の検討・実施（例：PPP/PFI⼿法、寄付⾦） 
 ・安定的な学内予算の確保 
 ・スペースチャージによる財源確保の検討 など 
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Ⅵ．中⻑期的なコストの⾒通し  

個別施設計画の策定により対策費⽤等を把握し、中⻑期的な維持管理等に係るトータ  
 ルコストの⾒通しを精査する。 

 従前の改築中⼼の考え⽅では、⽬標使⽤年数を４５年（改築）とする場合、今後３０年
間に必要となる建物維持管理費は約１，８２０億円となる。 

⻑寿命化の考え⽅では、⽬標使⽤年数を８０年（改築）、改修周期を４０年（⻑寿命化
改修）、２０年（性能維持改修）とする場合、今後３０年間に必要となる建物維持管理費
は約１，３１０億円となる。 

よって、建物の⻑寿命化を図ることにより、約５１０億円（約１７億円／年）の縮減を
⽬指す。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⼀般的なイメージ  
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Ⅶ．フォローアップ  

本⾏動計画の取組を着実なものにするために定期的に計画の点検、⾒直しを⾏い、
継続的に改善していく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクルの循環  
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神⼾⼤学インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画） 

平成２９年３⽉策定  役員会承認  
令和 ４年３⽉改訂  役員会承認  


